
  

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図書館だより 
 
今年は梅雨明けが例年よりも早く、いよいよ本格的な夏がやってきました！ 
今月号は、今の季節にぴったりの本や、今後のイベント情報などを紹介します♪ 
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美馬市立図書館 

 

季節の本棚 

「とくしま藍の日」関連イベント 

 

◎地元で藍の栽培、染色、製品販売を行っている有限会

社やまうちと穴吹高等学校が共同で作った藍染作品を

始め、葉藍や蒅(すくも)の実物を図書館エントランス

に展示。(協力：有限会社やまうち・穴吹高等学校) 

 

 
青い服や小物を身に付けて来館し、本を

借りていただいた方に先着で素敵な 

プレゼントを差し上げます。 

合言葉は「とくしまブルー」 

イベントのご案内 

 
キャンプ道具の選び方、テントサイトの作り方、
キャンプ料理の楽しみ方やキャンプの遊び方な
ど、家族でキャンプを楽しむための情報を写真満
載で紹介する。  

 
中学 3 年生の夏合宿で島にやってきた JSS
進学塾の面々。勉強漬けの 3 泊 4 日のはず
が、不穏な空気が流れ出し…。  

 
夏休み、小学 3 年生の瑛介は血小板数値の経過観
察で入院している。退屈な日々を送る病院で、低
身長の検査入院らしい同学年の壮太に出会い…。
表題作など全 3 編を収録。  

 
タヌキのボーちゃんたちが夜空を見ていると、
どーんどーんと音がして花火が上がりました。
ずうっと花火を見ていると、ボーちゃんは、目の
中まで光ってきたような気持ちになって…。  
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イベント「愛を込めて藍で書く」 

 

◎ブランディング企業として阿波藍に関する研究に取り

組んでいる四国大学の協力により、学生の藍染作品と藍

墨の書などを図書館板間のハコに展示。 

(協力：四国大学) 

企画展「とくしま藍の日」 

日時：７月２４日（日） 

「青とともに図書館へ♪」 

四国大学書道パフォーマンスグループ「悠縁」が揮毫イベ

ントを行います。沈殿藍を使用し、お好きな文字や言葉を

その場で色紙や半紙に書き上げ、プレゼントします。 

(※揮毫は図書館で用意した色紙・半紙に限ります。 

私物の持ち込みはご遠慮ください。) 

日時：７月２４日(日)午後２時～午後４時 

展示期間：７月１３日（水）～８月１７日（水） 時間：午前９時～午後７時 ※図書館開館日 

午前９時～午後７時 

(なくなり次第終了) 
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☆６月１２日(日)☆ 

楽しく学ぶ！MY定期講座 

参加人数：７人 

今回のテーマは「よりよい睡眠をとるために」。 

講師から、睡眠満足度をアップさせるための様々な方法

を学びました♪ 

☆６月３日(金)～６月３０日（木）☆ 

「ダメ。ゼッタイ。」薬物乱用防止書道作品展 
 
６月２６日の「国際麻薬乱用撲滅デー」に合わせ

徳島県薬物乱用防止美馬地区協議会の協力によ

り、脇町高校書道部による書道作品を展示。 

☆７月２日(土)☆ 

「七夕のおはなし会＆季節の工作」  

参加人数：午前１２人、午後１０人 
 
みんなで紙芝居やブラックライトシアターの実演を楽しみ

ました♪工作では画用紙を使った七夕飾りを作製(*^▽^*) 

【あらすじ】 

インドのデリーからイギリスのロンドンまで、乗合いバスで行く
──。ある日そう思い立った〈私〉は、仕事を投げ出して旅に出
た。1 年以上にわたるユーラシア放浪が、今始まった。いざ、遠
路二万キロ彼方のロンドンへ！ 
 

【紹介文】 
著者のユーラシア大陸での旅を記録した、全 6 巻のルポルタ

ージュ。 
自分が初めてこの作品に触れたのは、小学生の頃の小説問題で

す。海外の人の熱気や怪しくも魅力的な街の雰囲気などが詳細に
描かれており、思わず問題を忘れて読み込んでしまった記憶があ
ります（おかげでテストの結果は散々だったことはさておき…）。
その後、すぐになけなしのお年玉で全巻を衝動買いしてしまった
のは良い思い出です。 
それから約 10 年が経ちました。コロナ禍で遠出ができず、ま

して海外に行くことは中々叶わないのが現状です。しかし、今で
もこの本を読み返すことで、現地の土の匂いや街の情景、旅の臨
場感をありありと想像し、追体験することができます。 
皆さんも、旅行が難しい状況だからこそ、この本を通して異国

の地での旅に思いを馳せてみませんか？ 
 
 
 
 
 
 

美馬市テレワーク促進施設［ ］＆Work（アンドワーク）  
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『深夜特急』 
沢木耕太郎/著  

新潮社 

 

知って得する！図書館のこと⑰ 

「学びのハコ２」・「学びのハコ３」はグループ

学習室です！ 

新型コロナウイルス感染症により、使用中止とし

ていましたが、７月１日より利用を再開しまし

た。ただし、各部屋定員４名のところを２名の利

用と制限をさせていただきます。 

中央には飛沫防止パネルを設置し、対面での利用

が原則となります。 

 

個別学習には「学びのハコ①」をご利用ください♪ 

１回３時間の 
利用時間に加え、
希望される方は
２時間の延長が
可能です！ 

 


